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■ 果
樹
類
で
の
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
リ
オ
の
効
果
的
な
使
い
方

おうとう

・
基
本
的
な
使
い
方

上
手
な
使
い
方

 「果樹類 編」

方
散
布
時
期

目
的

種
類

濃度
間
隔

回
数

花
が
散
っ
た
直
後

生産力向上、低温抵抗性の向上のための養分供給
グロースター1号

150-100倍
1回

着
果
直
後

幼果の傷つきの危険が
なくなった時

肥大中期一収穫期

細胞分裂促進のための養分供給

果
実
肥
大
促
進
の
た
め
の
養
分
供
給

果実肥大、着色促進、糖度向上のために養分バランスの調整

グロースター1号
100倍

1回

グロースター1号
100倍

1
クロースタートリオ

グロースターMまたは
クロースターMまたは
コースター2号

100倍
5-6日おき

2
回

グロースター1号
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
 M

グ
ロ
ー
ス
タ
ー
2
号

・
必
要
に
応
じ
た
使
い
方

方
法

散
布
時
期

生
育
の
状
況

目
的

種
類

濃度
間
隔

回数
荷姿:5Kg ポリ缶、20Kg ポリ缶

果
実
肥
大
期

玉
伸
び
不
良

細胞分裂促進のための養分供給
グロースター1号

100倍
4-5日おき

2
回

收
穫
中
期
一
落
葉
期

翌年の花芽の準備
樹体養分バランスの調整

グロースターM
100倍

5-6日おき
2回

▶露地みかん(成木園)
・
基
本
的
な
使
い
方

散
布
時
期

目
的

開花終了後
生理落果防止のための養分供給

着
色
期

着色促進、糖度向上のために養分バランスの調整

収
穫
後

樹勢回復のための養分供給

方

種
類

濃
度

間隔
回
数

グロースター1号
100倍

5日おき

グロースターMまたは
グロースター2号

100
5日おき

2
回

グロースターM
100倍

5日おき
2回

・
必
要
に
応
じ
た
使
い
方

方
法

散布時期
生
育
の
状
況

目
的

種
類

濃
度

間
隔

回
数

開
花
期

樹
勢
不
良

2回目の摘果後
樹勢不良

新梢伸長と開花促進のための

果実の肥大促進、品質向上の

グロースター1号
200倍

5
日
お
き

2回以上

グ
ロ
ー
ス
タ
ー
1
号

100倍
5日おき

2回

7月上旬-8月下旬
干
ば
つ
天
候

ばっからの樹勢回復のための
グロースター1号

100倍
5日おき

2回以上

か
き

・基本的な使い方

散
布
時
期

目
的

最
終
摘
果
後

肥大促進のための養分供給

収穫30日前
着色促進、糖度向上のために養分バランスの調整

方
法

種
類

濃度
間
隔

回
数

グロースター1号
100倍

4-6日おき
2

グロースターMまたは
「グロースター2号

100倍
4-6日おき

2回

・必要に応じた使い方

方
散
布
時
期

生育の状況
目
的

種
類

濃度
間隔

回数

萌芽-開花期
樹勢不良、天候不良、
農薬害

萌芽の均一化、低温抵抗性の向上、
生産力向上のための養分供

グロースター1号
150-100倍

5-6日おき
2
回
以
上

満開-7-10日
樹
勢
不
良

生理落果防止、生産力向上のための
養分供給

グロースター1号
100倍

5-6日おき
2

●農薬と混用する場合は当該農薬との混用可否について確認
のうえ、農薬の使用上の注意事項を守って下さい。
●強いアルカリ資材とは混用しないで下さい。アンモニアが

発生し、植害を起こすことがあります。

A注
意

●幼児等の手の届く所に置かないで下きい。

●高温にならない冷暗所に保管してください。

●荷崩れや荷のつぶれがおこらないように、保管をして下さい。
●目に入った場合には、多量の水で洗い、できるだけ早く医師

の診察を受けてください。

●誤って飲み込んだ場合には、出来るだけ早く医師の診察を
受けて下さい。

石灰硫黄合剤と混合すると有毒ガスが発生する恐れがあり、危険ですから混用は行わないこと。

「グロースター」は日産化学株式会社の登録商標です。

製
造

取
扱

サ
ン
ア
グ
ロ

E-1-3

果樹類の養分供給、

養分バランス調整に!

サ
ン
ア
グ




